
従来の経上皮電気抵抗（TER）測定や細胞間透過性（Permeability）の測定では、
データを得るのに多くの操作が必要で、多ウェルを定量的に測定するのは困難でした。

xCELLigence システムでは、電気抵抗値を測定することにより、細胞間のタイト結
合の崩壊と再形成を、「ラベルフリーで簡単に」かつ「多検体同時に」測定していた
だけます。

⚫ 経上皮電気抵抗（TER）や細胞間透過性（Permeability）の測定と比べて、
少ない操作数で多くのウェルを同時に測定できます。

⚫ 定量性の高いデータを取得できます。

⚫ インキュベーターから出さずに培養環境を維持したまま測定できます。

⚫ すべてのタイムポイントを記録したカイネティックデータを取得できます。

“コンフルエント”

“タイト結合が緩む”

“タイト結合が閉まる”

本システムのメリット

測定機のラインナップ

xCELLigence Application flyer ⑩ タイトジャンクションの崩壊と再形成

タイトジャンクションの崩壊と再形成を
複数ウェル同時に、ラベルフリーで、

簡単に測定

96ウェル
x 1枚

16ウェル
x 3枚

96ウェル
x 6枚

384ウェル
x 1枚

96ウェル
x 1枚

(心筋細胞用）

16ウェル
x 1枚

48ウェル
x 1枚

(心筋細胞用）
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3種類の薬剤（A, B, C）のタイトジャンクションへの作用を
xCELLigenceシステム(左）と経上皮電気抵抗（右）で比較した
（細胞株はCaco-2細胞）。どちらのシステムでも薬剤によるタイ
トジャンクションの崩壊が同じように測定されている。

xCELLigenceシステムでは、薬剤を加えた後のタイムレスポンス
データを得られる。一方、経上皮電気抵抗測定では、複数のタイム
ポイントで測定する必要がある。 （データ引用：参考文献５）

Thrombin（IIa）を用いてタイトジャンクションの崩壊を誘導し、
Activated protein C（APC）によるタイトジャンクション保護作用を
測定した。

siRNA処理によりAPCのレセプターであるApolipoprotein E receptor 
2（ApoER2）の発現が抑制された細胞株（EA.hy926）では、APCに
よるタイトジャンクション保護作用がみられなかった（C）。一方で、
Negative control siRNAで処理した細胞株では、APCによるタイト
ジャンクション保護作用がみられた（B）。

（データ引用：参考文献１）


